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研究要旨 

本研究では、今年度は H31小井土班高橋分担で作成したアウトリーチツールに、資料

追加・機能追加・デザイン修正等を行い、国立保健医療科学院 H-CRISIS コンテンツの

一環（MED-ACT）として一般公開すると共に、昨年度抽出された、公衆衛生分野での人

材育成強化の課題の解決に向け、現行の社会医学系専門医研修プログラムの基本プログ

ラム（e-learning）の提供状況・内容等を確認し、人材育成強化に向けて獲得すべき能

力・強化すべき分野等の同定を行った。来年度は、MED-ACTのモニター評価及び追加改

訂を行うと共に、社会医学系専門医研修プログラム各論的課題での研修素案の作成と専

攻医への実際の提供、NBC専門家会合を活用した教育効果の向上を目指す。 

Ａ．研究目的 

 現在、本邦では東京 2020オリンピック・

パラリンピック競技大会（以下、東京オリ

パラ）の開催を控えているが、近年の国際

状況を背景に、CBRNE を用いた災害・テロの

脅威が増大している。この中で、厚生労働

省の健康危機管理・テロリズム対策の強化、

特に公衆衛生及び医療における対策の強化

は喫緊の課題である。 

今年度の本研究では、東京オリパラの開

催延期を踏まえ、平成 31年度厚生労働行政

推進調査事業費補助金（健康安全・危機管

理対策総合研究事業）「2020 年オリンピッ

ク・パラリンピック東京大会等に向けた包

括的な CBRNE テロ対応能力構築のための研

究」（研究代表者：小井土雄一）（以下、H31

小井土班）内の「CBRNEテロ発生時の傷病者

対応アウトリーチツール作成に関する研究

（高橋礼子 研究分担者）」（以下、高橋分

担（アウトリーチツール））で作成したアウ

トリーチツールの改訂を、当初の計画より

前倒しして行い、東京オリパラでの医療分

野における CBRNE テロ対応能力の拡充及び

本邦における継続的な CBRNE テロ対応能力

の向上を図ることを主な目的とする。 

更に、CBRNEテロ災害・マスギャザリング

に関する公衆衛生上の予防・検知・対応に

資する人材の強化に必要な分野、能力、プ

ログラムなどの素案をまとめ、社会医学系

専門医研修プログラム（特に『経験すべき

各論的課題（健康危機管理）』の部分）で活

用することも併せて目的とする。 

Ｂ．研究方法 

【医療分野】 

H31小井土班高橋分担（アウトリーチツー

ル）で作成したアウトリーチツール（プロ

トタイプ版）に、資料追加・機能追加・デ

ザイン修正等を行い、国立保健医療科学院

H-CRISIS コンテンツの一環として一般公開

する。 
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【公衆衛生分野】 

昨年度抽出された、人材育成強化の課題

（※）の解決に向け、現行の社会医学系専

門医研修プログラムの基本プログラム

（e-learning）の提供状況・内容等を確認

し、人材育成強化に向けて獲得すべき能

力・強化すべき分野等の同定を行う。 

（※公衆衛生分野における人材育成課題：厚生労働省国民保

護計画上で保健所・地方衛生研究所職員に対しての研修の推

進が謳われているものの、具体的な研修実施状況や育成人材

の把握状況等は不明。一方で、社会医学系専門医制度で求め

られる専門性の中に、CBRNE テロを含めた健康危機管理の内

容も盛り込まれているため、本制度での人材育成の中で、教

育内容の補完や育成人材の把握が出来る可能性もある。） 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究においては特定の個人、実験動物

などを対象とした研究は行わないため倫理

的問題を生じることは少ないと考えられる。 

 

Ｃ．研究結果 

【医療分野】 

⚫ 資料追加 

H31 小井土班での新規作成資料を中心に、

以下の 3点を追加掲載した。 

≪C（化学）≫ 

➢ 第 4世代神経剤(fourth generation 

agent: FGA)医学的管理の指針： 

平成 31 年度厚生労働行政推進調査

事業費補助金（厚生労働科学特別研

究事業）「2020年オリンピック・パ

ラリンピック東京大会等に向けた

包括的な CBRNE テロ対応能力構築

のための研究」 

分担研究：「CBRNE テロ発生時の傷

病者対応アウトリーチツール作成

に関する研究（化学テロ対応）」（分

担研究者 水谷太郎） 

➢ 3次救急・災害医療体制が整備され

た救急医療機関における化学テロ

対応標準初動マニュアル（改訂版）： 

平成 30 年度厚生労働行政推進調査

事業費補助金（健康安全・危機管理

対策総合研究事業）「2020 年オリン

ピック・パラリンピック東京大会等

に向けた科学テロ等重大事案への

準備・対応に関する研究」 

分担研究：「化学テロ発生時の多数

患者対応（病院内）に関わる研究」

（分担研究者 本間正人） 

➢ CHEMM-IST使用マニュアル： 

平成 30 年度厚生労働行政推進調査

事業費補助金（健康安全・危機管理

対策総合研究事業）「2020 年オリン

ピック・パラリンピック東京大会等

に向けた科学テロ等重大事案への

準備・対応に関する研究」 

分担研究：「化学テロ発生時の多数

患者対応（病院内）に関わる研究」

内、「化学ハザード緊急医療管理ツ

ー ル (CHEMM:Chemical Hazards 

Emergency Medical Management)に

関する研究」（研究協力者 高橋 

礼子） 

⚫ 機能追加 

➢ ユーザープロファイルの追加：ユー

ザー別に各資料及び個別項目をピ

ックアップして表示（図 1） 

 医療対応指揮者・病院管理者向

け 

 患者対応者向け（医師・看護

師・薬剤師等） 

 テロ現場対応者向け（消防・警

察・自衛隊・海保職員等） 

➢ 検索機能の追加 

➢ 単語からのページ移動機能の追加
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（図 2） 

➢ 各資料の掲載元や関係機関等のリ

ンクページの作成 

➢ 各資料での引用文献の掲載元等へ

のハイパーリンクの追加（図 3） 

⚫ デザイン修正・その他 

➢ 名称変更： 

旧）CBRNEテロ発生時の傷病者対応

アウトリーチツール 

新 ） MED-ACT(Medical Emergency 

Directory Against CBRNE 

Terrorism):CBRNE テロ対策医療・

救護支援ツール 

➢ コンテンツページ： 

全資料名をツリー形式で表示 

➢ 概要ページ： 

序文、ウェブサイトの使い方、利用

規約等を集約・明記 

➢ 国立保健医療科学院 H-CRISIS コン

テンツの一環として一般公開（令和

3年 3月 31 日公開） 

https://www.niph.go.jp/h-crisis

/medact/ 

【公衆衛生分野】 

⚫ 社会医学系専門医研修基本プログラム

における CBRNE テロ対応等に関する学

習環境の提供状況 

社会医学系専門医プログラムでは、社会

医学系専門医が習得すべき専門知識として

保健医療政策や産業・環境保健、健康危機

管理などの 7 項目が挙げられており、基本

プログラムの中で 7 項目それぞれの基本的

な知識を学ぶこととなっている。基本プロ

グラムは、社会医学系専門医協会より

e-learning（※）でも提供されており、健

康危機管理（テロ対応含む）の項目内では

以下の 7 つの小項目について動画が提供さ

れていた（健康危機管理項目での目標・内

容は参考資料 1参照）。 

➢ 健康危機管理概論 

➢ 化学物質・放射線 

➢ 大規模地震 

➢ 食中毒 

➢ 地域・職域における健康危機管理体

制 

➢ 感染症 

➢ リスクコミュニケーション 

（※e-learning システムは、社会医学系専門医協会と日本

公衆衛生学会が共同で社会医学系 e ラーニングコンソーシ

アムとして立ち上げているため、基本プログラム動画以外に

日本公衆衛生学会関連の教材も多数掲載あり。） 

⚫ 社会医学系専門医研修プログラムにお

ける経験すべき各論的課題 

 社会医学系専門医研修プログラムでは、

実践現場での実務を通じて経験すべき各論

的課題（5 分類 22 項目）が示されており、

プログラム提供側（基幹施設・連携施設）

では 3 分類以上の課題に対する実践（課題

実施が可能な場の提供）、プログラム実施側

（専攻医）では 3 項目以上の経験及び 5 件

以上の実践レポートの作成が必須とされて

いる（分類・項目の詳細は参考資料 2参照）。

この中で CBRNE テロに関連する項目として

は、テロ対策（分類：健康危機管理）とい

う項目に加え、Bテロ分野に関連してパンデ

ミック対策（分類：健康危機管理）や感染

症対策（分類：疾病対策・障害者支援）も

含まれていた。 

 

Ｄ．考察  

 今年度の研究では、東京オリパラでの

CBRNEテロ対応に備え、医療対応面でのアウ

トリーチツールの改訂を主軸にしつつ、公

衆衛生面での社会医学系専門医研修プログ

ラム基本プログラムおける専攻医教育の状

況確認を行った。 
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 アウトリーチツール改訂では、本研究班

の分担研究者にも追加資料についての情報

提供を依頼したが、各分野とも直接・間接

的に新型コロナウイルス感染症の影響もあ

るとの事で、追加資料の情報は無かった。

このため今年度は、資料追加は先行研究で

ある H31 小井土班での成果物を中心とし、

機能追加・デザイン修正及び H-CRISIS内で

の一般公開の実施を主に行った。来年度は、

引き続き分担者からの情報を基に追加資料

を収集すると共に、H31小井土班の後続研究

である令和 2 年度厚生労働行政推進調査事

業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）

「東京 2020オリンピック・パラリンピック

競技大会に向けた本邦における CBRNE テロ

等重大事案への対応能力向上のための実践

的研究」（研究代表者：小井土雄一）での成

果物を掲載し、今年度・来年度の改訂・資

料追加を踏まえた利便性・有用性のモニタ

ー評価を行った上で、更なる改訂による最

適化を図る予定である。 

 また社会医学系専門医研修プログラム基

本プログラムおける専攻医教育の状況とし

ては、e-ラーニングの中で直接的に CBENR

テロ等を扱っているのは化学物質・放射線

の項目のみであったが、テロ含めた健康危

機管理事案におけるマネジメント体制（自

然災害からの応用含む）や、関連事項とし

ての感染症・食中毒（事件性のある事案）

について、基礎的な内容を網羅的に学習す

ることが可能であった。一方で、eラーニン

グ動画はあくまで基礎的な内容を習得する

ためのものであり、また現状の動画は全て

平成 30年 2月に撮影されたものであったた

め、最新のトピックス（例：新型コロナウ

イルス感染症に伴う感染症対策・健康危機

管理対応の変化、東京オリンピック・パラ

リンピック開催に伴うテロ対応体制の強化

状況等）については、習熟が困難であるこ

とが判明した。このため最新のトピックス

については、各施設での研修プログラムの

各論的課題（テロ対策・パンデミック対策・

感染症対策等）の中で実践の場を提供し、

CBRNE テロ対応に関する人材の強化に繋げ

る必要があると考えられた。来年度は、各

論的課題での実践に関する研修素案を作成

の上、「国立病院機構本部 DMAT 事務局を基

幹とする社会医学系専門医研修プログラ

ム」で専攻医に実際に提供し、課題に対す

る計画・実施・評価・改善の一連のプロセ

スを経験させると共に、国内外の CBRNE テ

ロ対応等に関する最新知見を得る場として

可能な範囲で NBC 専門家会合を活用し、更

なる教育効果の向上を図る予定である。 

 

Ｅ．結論 

 本研究では、H31小井土班高橋分担で作成

したアウトリーチツールに、資料追加・機

能追加・デザイン修正等を行い、国立保健

医療科学院 H-CRISIS コンテンツの一環

（MED-ACT）として一般公開すると共に、昨

年度抽出された、公衆衛生分野での人材育

成強化の課題の解決に向け、現行の社会医

学系専門医研修プログラムの基本プログラ

ム（e-learning）の提供状況・内容等を確

認し、人材育成強化に向けて獲得すべき能

力・強化すべき分野等の同定を行った。来

年度は、MED-ACTのモニター評価及び追加改

訂を行うと共に、社会医学系専門医研修プ

ログラム各論的課題での研修素案の作成と

専攻医への実際の提供、NBC専門家会合を活

用した教育効果の向上を目指す。 
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Ｆ．健康危険情報 

 なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 

 なし 

2.  学会発表   

 なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録：なし 

3. その他：なし 
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図 1：トップページのユーザー別プロファイル
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図 2：単語からのページ移動機能 
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図 3：引用文献の掲載元等へのハイパーリンク 
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参考資料 1：社会医学系専門医基本プログラム（健康危機管理）の目標・内容 
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参考資料 2：社会医学系専門医プログラム 経験すべき課題 
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